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会議録が閲覧できます
https://www.town.oguchi.lg.jp

/2741.htm

9月定例会予定
9月 2日（月）開会・提案説明
9月 5日（木）一般質問
9月 6日（金）一般質問
9月10日（火）議案質疑
9月11日（水）議案質疑・委員会付託
9月13日（金）総務建設常任委員会
9月18日（水）文教福祉常任委員会
9月25日（水）討論・採決・閉会
※日程は、変更になる場合があります。
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「障がい者スポーツ大会」
　この大会は、障がいのある方がスポーツを楽しむことはも
ちろん、町民の障がいに対する理解を深め、障がいのある方
の社会参加を推進させることを目的としています。
　本町の誰ひとり取り残さない共生社会実現に向けての施策を
議会も応援します。

【今月の表紙】

まちかどインタビューまちかどインタビュー
　まちかどインタビューでは、毎号、住民の方から「大口町に期待すること」について、その思い（ま
たは理由）を伺います。その内容については、住民の声として今後の議会活動の参考にいたします。

　町内の信号のない横断歩道の旗入れが劣化し
ているので、事故のない安心・安全な町になる
ために、整備と管理徹底をお願いします。

（羽田野さん　大屋敷地区）

大きな災害時、避難所には何人を収容できるのか、
非常用物資は十分にあるのか、とても心配です。

（津田さん　余野地区）

～大口町に期待することは？～

【表紙写真】6月1日（土）に行われた「障がい者スポーツ大会」の様子（関連記事P20）【表紙写真】6月1日（土）に行われた「障がい者スポーツ大会」の様子（関連記事P20）
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5
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議員はお金やお酒等の
寄付行為は禁止されています。
有権者が求めてもいけません。
ご理解をお願いいたします。

議員はお金やお酒等の
寄付行為は禁止されています。
有権者が求めてもいけません。
ご理解をお願いいたします。

寄付行為の禁止
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令和6年7月25日発行
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問

問
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昨
年
の
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
か
ら
一
年
経
ち
、
5
月
10
日
開
催
の
臨
時
会
に
お

い
て
、
副
議
長
を
は
じ
め
各
委
員
会
の
正
副
委
員
長
を
決
定
し
ま
し
た
。

議
長
は
、
前
年
度
に
引
き
続
き
、
江
口
昌
史
議
員
が
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
た
な
体
制
が
始
動

町
の
課
題
を
し
っ
か
り
チ
ェ
ッ
ク

江
口
議
長
に
聞
く

令
和
5
年
4
月
執
行
の

大
口
町
議
会
議
員
一
般
選
挙

で
は
、
15
名
の
定
員
の
う
ち

8
名
が
新
人
と
い
う
、
か
つ

て
な
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
議
会
を
ま
と
め
る
に
あ
た

り
、
苦
労
さ
れ
た
こ
と
も
多

か
っ
た
か
と
推
察
い
た
し
ま

す
が
、
実
際
ど
う
で
し
た
か
。

本
町
の
令
和
6
年
度
一

般
会
計
当
初
予
算
は
、
前
年

度
よ
り
3
億
7
千
万
円
少
な

い
1
0
8
億
円
と
な
り
、
鈴

木
町
長
も
「
立
ち
止
ま
っ
て

考
え
る
年
に
し
た
い
」
と
述

べ
て
い
ま
す
が
、
議
会
と
し

て
は
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し

て
い
き
ま
す
か
。

今
年
度
も
議
長
を
務
め

ら
れ
る
に
あ
た
り
、
町
民
の

皆
様
へ
一
言
お
願
い
し
ま
す
。

地
方
議
員
の
成
り
手
不

足
が
社
会
問
題
と
な
っ
て
い

る
中
、
意
欲
溢
れ
る
8
人
の

新
人
議
員
が
誕
生
し
ま
し
た
。

新
人
議
員
に
お
い
て
は
、
初

の
定
例
会
か
ら
、
地
域
に
お

け
る
課
題
解
決
に
向
け
た
提

言
や
、
本
町
の
現
状
把
握
に

関
す
る
質
疑
な
ど
を
、
町
執

行
部
に
対
し
て
積
極
的
に
発

言
す
る
姿
も
見
ら
れ
、
大
変

頼
も
し
く
感
じ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

議
会
改
革
に
終
わ
り
は

な
い
と
心
に
刻
み
、
今
後
も

町
民
の
皆
様
に
わ
か
り
や
す

く
、
開
か
れ
た
議
会
を
目
指

し
、
15
名
の
議
員
全
員
の
力

を
結
集
し
な
が
ら
不
断
の
改

革
に
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所

存
で
す
。

　
引
き
続
き
、
皆
様
の
ご
指

導
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

生
産
年
齢
人
口
の
減
少

や
少
子
高
齢
化
が
さ
ら
に
進

む
こ
と
が
危
惧
さ
れ
る
中
、

今
ま
さ
に
人
口
減
少
に
歯
止

め
を
か
け
、
人
や
企
業
の
集

積
に
よ
っ
て
、
ま
ち
の
賑
わ

い
や
経
済
の
好
循
環
を
生
み

出
す
こ
と
に
よ
る
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も

二
元
代
表
制
の
一
翼
と
し
て

町
政
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
は
も

と
よ
り
、
今
後
も
町
民
の
声

を
真
摯
に
受
け
止
め
、
よ
り

一
層
の
創
意
工
夫
と
十
分
な

議
論
を
重
ね
る
こ
と
で
、
町

政
の
更
な
る
発
展
に
貢
献
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

インタビューを受ける江口昌史議長
（議長室にて）

大竹 伸一（再任）丹羽 勉（任期継続中）

副
議
長

　
議
会
運
営
が
円
滑
に
進
む

よ
う
議
長
を
補
佐
し
、
議
長

に
事
故
あ
る
と
き
は
議
長
の

代
わ
り
と
し
て
職
務
遂
行
の

役
割
を
担
う

議
員
選
任
監
査
委
員

　
定
例
監
査
、
行
政
監
査
、

決
算
審
査
等
の
経
常
的
監
査

の
実
施
及
び
住
民
請
求
に
よ

る
監
査
等
の
実
施
の
役
割
を

担
う

令和6年度大口町議会活動方針（抜粋）
（1）議会活動の見える化への取り組み

町民に必要とされ、わかりやすく、開かれた議会を目指すために、町民とのふれあい交流事業の開催

（2）議会改革への取り組み
議員の成り手不足への対応として、議員の定数見直しについての検討

（3）政策立案に向けた取り組み
先進市町による政策立案、政策提言の取組事例の調査・研究

【所管】
議会事務局・総務部・選挙管理委員会・固定資産評価審査委員会・
地域協働部・まちづくり部・建設部・農業委員会・監査委員・会計
管理者・他に属さない事項

藤田 敏英

宮川 基英

山闢 卓美

松本 佳子

江幡 満世志

丹羽  勉

鈴木 和江

江口 昌史

委 員 長

副委員長

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

常任委員会　議会の常設機関として、所管事項の条例・予算等の議案や請願・陳情の審査・調査を行う委員会

地域と企業が一体となる「地域まるごと防災」の仕組み創りを考えてまいります

【所管】
健康福祉部・生涯教育部・教育委員会 仙田 王一

酒井 一平

佐名 かよ子

飯田 正志

社本 與七

江口 昌史

大竹 伸一

齊木 一三

委 員 長

副委員長

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

より多くの町民のみなさまが健康に生活できる「予防福祉」を考えてまいります

町民に開かれた議会、町民参加を推進する議会を目指し、議会だより
「おおぐち」の編集や意見交換会等を行っている

松本 佳子

山闢 卓美

佐名かよ子

酒井 一平

宮川 基英

社本 與七

江幡 満世志

委 員 長

副委員長

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

みなさまの声を町政にお届けできるよう、
力を尽くしてまいります

議会運営に関する諸問題や
議長から諮問された事項な
どについて調査審査を行う

佐名 かよ子

仙田 王一

江幡 満世志

鈴木 和江

大竹 伸一

齊木 一三

委 員 長

副委員長

委 員

委 員

委 員

委 員

議会のさらなるデジタル化への
調査研究を進めます

文教福祉常任委員会

総務建設常任委員会

議会広聴広報常任委員会 議会運営委員会

おおぐち議会だより　No.241
令和6年7月25日発行
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ま
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インタビューを受ける江口昌史議長
（議長室にて）

大竹 伸一（再任）丹羽 勉（任期継続中）

副
議
長

　
議
会
運
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が
円
滑
に
進
む

よ
う
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長
を
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し
、
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長

に
事
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り
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査
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査
、

決
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等
の
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住
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求
に
よ

る
監
査
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の
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割
を

担
う

令和6年度大口町議会活動方針（抜粋）
（1）議会活動の見える化への取り組み

町民に必要とされ、わかりやすく、開かれた議会を目指すために、町民とのふれあい交流事業の開催

（2）議会改革への取り組み
議員の成り手不足への対応として、議員の定数見直しについての検討

（3）政策立案に向けた取り組み
先進市町による政策立案、政策提言の取組事例の調査・研究

【所管】
議会事務局・総務部・選挙管理委員会・固定資産評価審査委員会・
地域協働部・まちづくり部・建設部・農業委員会・監査委員・会計
管理者・他に属さない事項

藤田 敏英

宮川 基英

山闢 卓美

松本 佳子

江幡 満世志

丹羽  勉

鈴木 和江

江口 昌史

委 員 長

副委員長

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

常任委員会　議会の常設機関として、所管事項の条例・予算等の議案や請願・陳情の審査・調査を行う委員会

地域と企業が一体となる「地域まるごと防災」の仕組み創りを考えてまいります

【所管】
健康福祉部・生涯教育部・教育委員会 仙田 王一

酒井 一平

佐名 かよ子

飯田 正志

社本 與七

江口 昌史

大竹 伸一

齊木 一三

委 員 長

副委員長

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

より多くの町民のみなさまが健康に生活できる「予防福祉」を考えてまいります

町民に開かれた議会、町民参加を推進する議会を目指し、議会だより
「おおぐち」の編集や意見交換会等を行っている

松本 佳子

山闢 卓美

佐名かよ子

酒井 一平

宮川 基英

社本 與七

江幡 満世志

委 員 長

副委員長

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

みなさまの声を町政にお届けできるよう、
力を尽くしてまいります

議会運営に関する諸問題や
議長から諮問された事項な
どについて調査審査を行う

佐名 かよ子

仙田 王一

江幡 満世志

鈴木 和江

大竹 伸一

齊木 一三

委 員 長

副委員長

委 員

委 員

委 員

委 員

議会のさらなるデジタル化への
調査研究を進めます

文教福祉常任委員会

総務建設常任委員会

議会広聴広報常任委員会 議会運営委員会
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議案 第40号　愛知県後期高齢者医療広域連合規約の変更について
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令和6年 第6回 臨時会　会期 6月26日

議案 第44号　大口町道路線の認定について
議案 第45号　西児童クラブ建設工事の請負契約について

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は

利
用
者
が
増
加
を
し
て
い
く

の
で
は
な
い
か
と
思
う
が
、

今
後
想
定
さ
れ
る
こ
と
は
。

来
年
度
、
保
護
者
の
就

労
条
件
が
、
現
在
の
75
時
間

か
ら
64
時
間
に
変
更
に
な
る

の
で
、
利
用
児
童
が
増
え
る

可
能
性
も
あ
る
。
そ
の
あ
た

り
は
様
子
を
見
な
が
ら
、
ま

た
学
校
と
も
相
談
し
な
が
ら

場
所
等
を
考
え
て
い
き
た
い
。

東
久（
株
）工
場
増
設
に

伴
う
町
道
大
屋
敷
67
号
線
の

廃
止
。
道
路
2
本
の
間
の
水

路
の
役
割
と
、
今
回
東
側
撤

去
に
伴
う
西
側
水
路
へ
の
影

響
は
。撤

去
部
分
の
東
側
は
上

流
部
に
あ
た
る
が
、
無
く
な

る
田
ん
ぼ
の
排
水
用
の
た
め
、

影
響
は
な
い
。

補
助
金
に
つ
い
て

道
路
橋
梁
費
補
助
金
が
、

大
き
な
減
額
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
要
因
は
。

工
事
費
が
上
が
っ
た
こ

と
も
あ
り
補
助
金
を
多
く
要

求
し
た
が
、
県
で
は
前
年
比

を
参
考
に
査
定
す
る
た
め
、

要
望
額
に
対
し
て
内
示
率
が

下
が
っ
た
も
の
と
考
え
る
。

障
が
い
者
自
立
支
援
事

業
の
法
改
正
対
応
シ
ス
テ
ム

改
修
費
1
0
4
万
5
千
円
の

計
上
に
対
し
、
補
助
率
は
2

分
の
1
で
あ
り
、
補
助
金
は

半
額
と
な
る
が
、
適
正
と
い

え
る
か
。

補
助
率
は
国
が
定
め
て

お
り
、
市
町
村
か
ら
の
要
望

で
変
わ
る
も
の
で
は
な
い
。

制
度
改
正
に
伴
う
シ
ス
テ
ム

改
修
に
つ
い
て
も
、
国
の
基

準
ど
お
り
に
進
め
る
も
の
で

あ
り
、
補
助
率
の
大
小
に
関

わ
ら
ず
、
対
応
す
る
も
の
で

あ
る
。

教
材
備
品
購
入
に
つ
い
て

中
学
校
運
営
事
業
で
デ

ジ
タ
ル
顕
微
鏡
を
購
入
と
の

こ
と
だ
が
、
こ
の
顕
微
鏡
を

選
択
し
た
理
由
は
。

従
来
の
顕
微
鏡
で
は
一

人
一
人
が
代
わ
る
代
わ
る
見

る
必
要
が
あ
る
が
、
デ
ジ
タ

ル
顕
微
鏡
で
あ
れ
ば
検
体
を

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
に
映
像
を

写
し
出
す
こ
と
で
、
生
徒
全

員
が
一
つ
の
も
の
を
一
斉
に

見
る
こ
と
で
き
る
の
で
、
授

業
に
効
果
的
で
あ
る
。

衛
生
費
に
つ
い
て

ご
み
減
量
・
資
源
化
事

業
修
繕
料
追
加
1
1
4
万
3

千
円
に
つ
い
て
、
河
北
地
区

生
ご
み
た
い
肥
化
機
械
1
台

の
修
繕
料
と
の
こ
と
だ
が
、

ど
の
よ
う
な
不
都
合
が
生
じ

た
の
か
。

生
ご
み
を
攪
拌
す
る
モ

ー
タ
ー
が
故
障
し
、
動
か
な

い
状
態
な
の
で
、
部
品
の
取

替
え
等
を
す
る
。

生
ご
み
た
い
肥
化
機
械

の
修
理
の
実
績
と
日
常
点
検
、

定
期
点
検
の
有
無
は
。

今
回
モ
ー
タ
ー
が
破
損

し
た
機
械
に
関
し
て
は
、
生

ご
み
の
た
い
肥
化
を
促
進
さ

せ
る
た
め
の
温
風
装
置
も
故

障
し
て
お
り
、
令
和
6
年
度

当
初
予
算
に
あ
げ
て
い
る
。

ま
た
、
定
期
点
検
は
年
一
回

行
っ
て
い
る
。

生
ご
み
た
い
肥
化
機
械

の
台
数
と
稼
働
年
数
は
。

台
数
は
3
台
の
う
ち
2

台
を
稼
働
さ
せ
て
お
り
、
平

成
16
年
か
ら
な
の
で
か
な
り

経
過
し
て
い
る
。

不
燃
物
集
積
場
整
備
事

業
34
万
7
千
円
に
つ
い
て
、

替
地
、
上
小
口
の
不
燃
物
集

積
場
整
備
事
業
と
の
こ
と
だ

が
、
具
体
的
な
整
備
内
容
は
。

替
地
は
、
現
在
ビ
ニ
ー

ル
シ
ー
ト
で
可
動
式
の
屋
根

を
ポ
リ
カ
ー
ボ
ネ
ー
ト
の
屋

根
へ
変
更
、
上
小
口
は
扉
を

吊
っ
て
い
る
金
具
破
損
の
た

め
の
修
繕
で
あ
る
。

質疑
あれこれ

本会議での議案質疑及び総
務建設、文教福祉の各常任
委員会での主な質疑です。

基
金
及
び
繰
越
明
許
費
に
つ
い
て

さ
く
ら
咲
く
基
金
に
つ

い
て
、
1
5
0
0
万
円
の
寄

附
を
い
た
だ
き
、
そ
の
ま
ま

基
金
に
積
み
立
て
て
い
る
が
、

そ
の
使
途
の
予
定
は
。

寄
附
さ
れ
た
企
業
様
か

ら
桜
の
関
係
で
使
用
し
て
欲

し
い
と
い
う
意
向
が
あ
っ
た

が
、
今
す
ぐ
に
全
額
充
当
す

る
よ
う
な
事
業
が
な
い
た
め
、

一
旦
こ
ち
ら
の
基
金
に
積
み

立
て
る
。
今
後
、
ど
の
事
業

に
充
当
す
る
か
、
再
度
こ
の

基
金
の
活
用
を
検
討
し
て
い

く
。

財
政
調
整
基
金
積
立
金

に
6
4
1
0
万
9
千
円
を
積

み
立
て
る
数
字
的
根
拠
は
。

補
正
予
算
第
1
号
、
補

正
予
算
第
2
号
で
、
す
で
に

財
政
調
整
基
金
を
崩
し
て
い

る
の
で
、
先
に
繰
入
し
た
分

を
今
回
戻
す
と
い
う
形
で
、

町
税
収
入
等
が
増
え
た
分
か

ら
、
今
回
歳
出
に
必
要
な
予

算
1
7
2
5
万
7
千
円
を
差

し
引
い
た
残
り
を
、
財
政
調

整
基
金
に
積
み
立
て
た
。

繰
越
明
許
費
が
か
な
り

上
が
っ
て
い
る
。
こ
れ
で
は

当
初
予
算
が
曖
昧
な
も
の
に

な
る
。
歳
入
歳
出
は
一
年
の

会
計
で
締
め
る
の
が
基
本
。

そ
の
あ
た
り
の
見
解
は
。

本
定
例
会
初
日
に
18
件

の
繰
越
明
許
費
が
あ
る
旨
の

報
告
を
し
た
。
工
事
が
年
度

を
ま
た
ぐ
等
の
や
む
を
得
な

い
状
況
が
生
じ
た
も
の
に
つ

い
て
行
っ
て
い
る
が
、
で
き

る
限
り
年
度
内
で
処
理
す
る

よ
う
心
掛
け
て
い
き
た
い
。

基金とは
自治体が、ある目的のために資金を積み立てるために設置
するもの。本町にはさくら咲く基金をはじめ17の基金がある。

繰越明許費とは
歳出予算の一部で、性質上または予算成立後の事由により
年度内にその支出が終わらない見込みのあるものを、翌年
度に繰り越して使用することができる制度のこと。

河北エコステーション

か
く

は
ん

令
和
6
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

大
口
町
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

条
例
改
正

大
口
町
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
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放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は

利
用
者
が
増
加
を
し
て
い
く

の
で
は
な
い
か
と
思
う
が
、

今
後
想
定
さ
れ
る
こ
と
は
。

来
年
度
、
保
護
者
の
就

労
条
件
が
、
現
在
の
75
時
間

か
ら
64
時
間
に
変
更
に
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る

の
で
、
利
用
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が
増
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可
能
性
も
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る
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の
あ
た

り
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を
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が
ら
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ま

た
学
校
と
も
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な
が
ら

場
所
等
を
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）工
場
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屋
敷
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線
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水
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今
回
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撤

去
に
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水
路
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の
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流
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無
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用
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め
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影
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補
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道
路
橋
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費
補
助
金
が
、

大
き
な
減
額
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
要
因
は
。

工
事
費
が
上
が
っ
た
こ

と
も
あ
り
補
助
金
を
多
く
要

求
し
た
が
、
県
で
は
前
年
比

を
参
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に
査
定
す
る
た
め
、

要
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に
対
し
て
内
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が

下
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た
も
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ど
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よ
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不
都
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た
の
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生
ご
み
を
攪
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す
る
モ
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タ
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故
障
し
、
動
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状
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な
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で
、
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取
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を
す
る
。

生
ご
み
た
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肥
化
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の
修
理
の
実
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と
日
常
点
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、
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点
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の
有
無
は
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回
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破
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機
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に
関
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の
た
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6
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度

当
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算
に
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い
る
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点
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る
。

生
ご
み
た
い
肥
化
機
械
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る
。

不
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物
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場
整
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事

業
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万
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千
円
に
つ
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て
、
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地
、
上
小
口
の
不
燃
物
集

積
場
整
備
事
業
と
の
こ
と
だ

が
、
具
体
的
な
整
備
内
容
は
。

替
地
は
、
現
在
ビ
ニ
ー

ル
シ
ー
ト
で
可
動
式
の
屋
根

を
ポ
リ
カ
ー
ボ
ネ
ー
ト
の
屋

根
へ
変
更
、
上
小
口
は
扉
を

吊
っ
て
い
る
金
具
破
損
の
た

め
の
修
繕
で
あ
る
。

質疑
あれこれ

本会議での議案質疑及び総
務建設、文教福祉の各常任
委員会での主な質疑です。

基
金
及
び
繰
越
明
許
費
に
つ
い
て

さ
く
ら
咲
く
基
金
に
つ

い
て
、
1
5
0
0
万
円
の
寄

附
を
い
た
だ
き
、
そ
の
ま
ま

基
金
に
積
み
立
て
て
い
る
が
、

そ
の
使
途
の
予
定
は
。

寄
附
さ
れ
た
企
業
様
か

ら
桜
の
関
係
で
使
用
し
て
欲

し
い
と
い
う
意
向
が
あ
っ
た

が
、
今
す
ぐ
に
全
額
充
当
す

る
よ
う
な
事
業
が
な
い
た
め
、

一
旦
こ
ち
ら
の
基
金
に
積
み

立
て
る
。
今
後
、
ど
の
事
業

に
充
当
す
る
か
、
再
度
こ
の

基
金
の
活
用
を
検
討
し
て
い

く
。

財
政
調
整
基
金
積
立
金

に
6
4
1
0
万
9
千
円
を
積

み
立
て
る
数
字
的
根
拠
は
。

補
正
予
算
第
1
号
、
補

正
予
算
第
2
号
で
、
す
で
に

財
政
調
整
基
金
を
崩
し
て
い

る
の
で
、
先
に
繰
入
し
た
分

を
今
回
戻
す
と
い
う
形
で
、

町
税
収
入
等
が
増
え
た
分
か

ら
、
今
回
歳
出
に
必
要
な
予

算
1
7
2
5
万
7
千
円
を
差

し
引
い
た
残
り
を
、
財
政
調

整
基
金
に
積
み
立
て
た
。

繰
越
明
許
費
が
か
な
り

上
が
っ
て
い
る
。
こ
れ
で
は

当
初
予
算
が
曖
昧
な
も
の
に

な
る
。
歳
入
歳
出
は
一
年
の

会
計
で
締
め
る
の
が
基
本
。

そ
の
あ
た
り
の
見
解
は
。

本
定
例
会
初
日
に
18
件

の
繰
越
明
許
費
が
あ
る
旨
の

報
告
を
し
た
。
工
事
が
年
度

を
ま
た
ぐ
等
の
や
む
を
得
な

い
状
況
が
生
じ
た
も
の
に
つ

い
て
行
っ
て
い
る
が
、
で
き

る
限
り
年
度
内
で
処
理
す
る

よ
う
心
掛
け
て
い
き
た
い
。

基金とは
自治体が、ある目的のために資金を積み立てるために設置
するもの。本町にはさくら咲く基金をはじめ17の基金がある。

繰越明許費とは
歳出予算の一部で、性質上または予算成立後の事由により
年度内にその支出が終わらない見込みのあるものを、翌年
度に繰り越して使用することができる制度のこと。

河北エコステーション

か
く

は
ん

令
和
6
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

大
口
町
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

条
例
改
正

大
口
町
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
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●陳 情　※陳情は、議員の紹介は必要ありません

●請 願　今回、提出はありませんでした。

審
査
結
果
は
こ
ち
ら
か
ら

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

☆
請
願
・
陳
情
提
出
期
限

　
請
願
・
陳
情
の
提
出
に
は

締
切
日
が
あ
り
ま
す
。
ご
希

望
さ
れ
る
方
は
、
提
出
期
限

を
ご
確
認
の
上
、
役
場
3
階

議
会
事
務
局
へ
ご
提
出
く
だ

さ
い
。

請 願・陳 情　みなさんの声を慎重審議！　議会の意思は

　要望を町・県・国に伝える方法として「請願」「陳情」があります。みずからが町議会に提出し、これに対
して議会は、採択・不採択等の意思表示をします。

みなさんからの請願陳情は、本会議提出後、慎重に審査するため所管の委員会に付託・
送付したのち、請願は本会議で審議を、陳情は委員会で審査をし、採決します。

①

②

③
④
⑤

採 択

趣旨採択

不 採 択
継続審査
聞き置く

…

…

…
…
…

願意が妥当で実現性もあるなどの理由から、過半数の委員が判断
したもの
願意は理解できるが実現性に乏しいときなど、採択には至らない
ものの趣旨には賛同できること
願意どおり実現すべきものと過半数の委員が判断しなかったもの
引き続き審査をする必要があると判断されるもの
聞いて心にとめるもの

○陳情第8号　地方財政の拡充を求める意見書の提出を求める陳情　について
　採択としましたので、本会議において、議員提出議案第2号を提出し、全員の賛成をもって可決しました。
〈意見書概要〉
　憲法に基づくナショナルミニマムを保障し、住民が全国のどこに住んでいても健康で文化的な生活が営め
るよう地方自治と地方財政を拡充すること等7項目を、令和6年6月21日付けで、内閣総理大臣、財務大臣、
総務大臣に対し、提出しました。

の一般質問から2題を選び、
　　　　　　　　その後を調査しました

仙田 王一

鈴木 和江

佐名 かよ子

齊木 一三

社本 與七

飯田 正志

大竹 伸一

宮川 基英

江幡 満世志

松本 佳子 

プロモーション事業について
高齢者の暮らしの足について

認知症・認知症予防について
マイナ保険証について

保育事業の拡充について
放課後児童クラブでの昼食提供について
子宮頸がんワクチンについて

住宅建築物の耐震化について

「歳入」から観る本町の矜持は
「南保育園」建替え、お考えは

町道高橋替地線拡幅について
認知症（アルツハイマー含む）予防及び対応について

空き家対策について
町立3保育園における食育サポートについて

子供たちの運動環境の整備を
「こども110番の家」周知徹底を

子育て支援の拡充を

五条川遊覧船事業
大口中学校の制服
新たな西児童クラブ棟の建設

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

令
和
5
年
6
月
定
例
会
に
て
質
問

一
般
質
問

新型コロナウイルス感染症
対策が廃止。今後の対策は。

丹羽 勉議員の質問

下小口5丁目交差点渋滞緩
和のために右折帯の設置を。

佐名 かよ子議員の質問

令和5年5月から「5類感染症」に移行したが、終息していない
ので、基本的な感染症対策実施の必要がある。ワクチン接種は、
令和6年3月末で特定臨時接種が終了。令和6年度から65歳以
上を対象に定期接種B類に移行し、秋冬に開始となる。

少しずつ日常が戻りつつある今日だが心配は
拭えない。4年もの間苦しんできた感染症。国
の責任においてワクチン接種無料化の継続を。

令和6年6月現在、道路管理者である「愛知県」に状況を伝えた
が、新たな対応については示されていない。

この交差点の渋滞緩和によって、トラック
の往来がスムーズになり、経済発展につな
がるので、県に対し粘り強く要望して欲しい。

質問者の満足度

質問者の満足度

説明します

結
　
果

1年前

10議員が質問

町政町政をを問問うう町政町政をを問問うう町政を問う町政を問う
一般質問とは、町政全般にわたる議員主導による政策の議論です。（通告順）

YouTube
チャンネル名

「大口町議会」

大口町
ホームページ

「一般質問」

もう少し

全然ダメ

号 題　　名

5

6

7

8

9

10

11

最低賃金の全国一律化と大幅引上げ、中小企業支援の拡充と公正取引を求
める意見書の提出を求める陳情

公契約事業従事者の適正賃金と安定雇用を確保する公契約法の制定を求め
る意見書の提出を求める陳情

住民の安全・安心を支える行政サービス体制・機能の充実を求める意見書の
提出を求める陳情

地方財政の拡充を求める意見書の提出を求める陳情

保育所職員の人材定着・確保のため保育士配置基準と公定価格を抜本的に
改善し、離職しない保育職場の実現を求める意見書の提出を求める陳情

介護・障害福祉職場の1人夜勤をなくし、複数配置を基準とすることを求める
意見書の提出を求める陳情

「1年単位の変形労働時間制」導入のための条例制定ではなく、教職員の長
時間過密労働解消のための施策を求める意見書の提出を求める陳情

常任委員会採択結果

総務建設常任委員会において
不 採 択

総務建設常任委員会において
聞き置く

総務建設常任委員会において
聞き置く

総務建設常任委員会において
採 　 択

文教福祉常任委員会において
聞き置く

文教福祉常任委員会において
聞き置く

文教福祉常任委員会において
聞き置く

上程する定例会 提出期限

令和6年

〃

令和7年

〃

8月15日

11月15日

2月14日

5月15日

9月定例会

12月定例会

3月定例会

6月定例会

追追追追追 跡！跡！跡！跡！跡！あれからあれからどどううななったった？？あれからあれからどどううななったった？？あれからどうなった？
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採 　 択

文教福祉常任委員会において
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聞き置く

文教福祉常任委員会において
聞き置く

上程する定例会 提出期限
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〃
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〃
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3月定例会

6月定例会
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康
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長

問

健
康
福
祉
部
長

問健
康
福
祉
部
長

問

健
康
福
祉
部
長

問地
域
協
働
部
長

問

健
康
福
祉
部
長

本
町
に
お
い
て
社
会
福

祉
、
高
齢
者
の
移
動
面
か
ら

実
施
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
と

そ
の
利
用
率
、
そ
の
評
価
は
。

高
齢

者
の
通
院
や
買
い
物
、
社
会

参
加
を
応
援
す
る
た
め
に
実

施
し
て
い
る
『
外
出
支
援
サ

ー
ビ
ス
事
業
』
に
つ
い
て
は
、

令
和
3
年
度
よ
り
助
成
内
容

を
見
直
し
、
高
齢
者
の
自
立

支
援
、
自
己
決
定
の
観
点
か

ら
個
々
の
状
況
に
合
っ
た
助

成
に
な
る
よ
う
、
『
タ
ク
シ

ー
券
の
み
』
『
タ
ク
シ
ー
券

と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
回
数

券
の
混
合
』
『
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
バ
ス
回
数
券
の
み
』
と
3

種
類
か
ら
選
択
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
し
た
。

　
令
和
5
年
度
は
、
5
8
5

名
の
交
付
申
請
者
に
対
し
、

タ
ク
シ
ー
券
と
バ
ス
回
数
券

の
混
合
を
選
択
さ
れ
た
方
が

1
9
5
名
、
バ
ス
回
数
券
の

み
を
選
択
し
た
方
が
23
名
、

タ
ク
シ
ー
券
と
の
混
合
も
含

め
、
37
・
3
%
の
方
が
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
選
択
さ

れ
て
お
り
、
制
度
改
正
の
初

年
度
と
な
る
令
和
3
年
度
の

33
%
か
ら
比
べ
る
と
増
加
し

て
い
る
。

現
状
の
「
外
出
支
援
サ

ー
ビ
ス
事
業
」
の
対
象
者
に

は
条
件
が
あ
る
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
バ

ス
停
ま
で
の
距
離
が
あ
る
な

ど
、
ま
だ
多
く
の
方
が
暮
ら

し
の
足
を
必
要
と
し
て
い
る

中
、
社
会
福
祉
協
議
会
に
お

い
て
、
福
祉
車
両
の
貸
し
出

し
や
、
運
転
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

さ
ん
を
養
成
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
う
し
た
資
源
の
利
用
は
で

き
な
い
か
。

『
新

た
な
高
齢
者
の
移
動
サ
ー
ビ

ス
』
に
つ
い
て
は
、
社
会
福

祉
協
議
会
に
お
い
て
、
検
討

が
始
め
ら
れ
て
い
る
。

　
具
体
的
に
は
、
移
動
支
援

の
中
で
も
ニ
ー
ズ
の
高
い
『
買

い
物
』
を
目
的
に
外
出
さ
れ

る
方
に
対
す
る
支
援
策
が
想

定
さ
れ
て
お
り
、
モ
デ
ル
地

区
を
選
定
し
、
準
備
が
整
い

次
第
、
試
行
さ
れ
る
予
定
と

な
っ
て
い
る
。

一
般
質
問

仙
田
王
一

一
般
質
問

鈴
木
和
江

物
忘
れ
検
診
を
行
う
考
え
は

部
長 

特
定
検
診
等
で
早
期
発
見
に
努
め
る

認
知
症
早
期
発
見
・
早
期
治
療

法
改
正
に
よ
る
移
動
へ
の
不
安
対
応
は

部
長 

新
た
な
移
動
サ
ー
ビ
ス
を
検
討
中

高
齢
者
の
暮
ら
し
の
足
に
つ
い
て

「
物
忘
れ
検
診
」
は
、

簡
単
か
つ
有
効
と
考
え
る
が

い
か
が
か
。

「
物

忘
れ
検
診
」
は
有
効
性
が
感

じ
ら
れ
る
が
、
今
は
医
療
機

関
へ
足
が
進
ま
な
い
住
民
が

多
い
。
本
町
で
は
、
地
域
全

体
で
見
守
り
、
早
期
発
見
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
「
物
忘
れ
検
診
」
等
に
つ

い
て
は
、
他
市
町
の
先
進
的

取
り
組
み
に
注
視
し
な
が
ら

認
知
症
対
策
の
推
進
に
努
め

る
。

軽
度
認
知
症
の
M
C
I

段
階
の
治
療
の
取
り
組
み
が

必
要
と
考
え
る
。
本
町
の
主

体
的
取
り
組
み
は
。

M
C

I
は
、
喫
煙
や
食
事
な
ど
の

健
康
意
識
の
変
化
に
よ
り
、

生
活
習
慣
の
改
善
な
ど
か
ら

早
期
で
あ
れ
ば
戻
る
可
能
性

が
あ
る
。

　
規
則
正
し
い
睡
眠
、
栄
養

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
、

適
度
な
運
動
、
社
会
参
加
等

生
活
習
慣
予
防
を
呼
び
掛
け

て
い
く
。

認
知
症
予
防
の
た
め
、

ま
た
今
後
高
齢
者
の
生
き
が

い
、
社
会
参
加
の
場
と
し
て
、

高
齢
化
社
会
を
束
ね
る
老
人

ク
ラ
ブ
の
役
割
は
大
き
い
。

活
性
化
、
加
入
促
進
の
た
め

の
具
体
策
は
。

町
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
が
、
高
齢

者
の
生
活
実
態
に
即
し
た
健

康
づ
く
り
や
、
関
心
の
高
い

防
災
、
誰
で
も
参
加
で
き
る

「
ボ
ッ
チ
ャ
」
な
ど
を
地
区

活
動
に
取
り
入
れ
て
い
け
る

よ
う
、
事
業
の
見
直
し
が
進

め
ら
れ
て
お
り
、
町
も
全
面

的
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
。

マ
イ
ナ
保
険
証
の
と
て

も
便
利
な
多
機
能
を
使
う
た

め
に
は
、
ス
マ
ホ
に
ア
プ
リ

が
必
要
か
。

ア
プ

リ
は
必
要
で
あ
る
。

　
現
在
、
戸
籍
保
険
課
の
窓

口
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
健
康
保
険
証
と
し
て
利

用
す
る
た
め
の
設
定
支
援
を

行
っ
て
い
る
。

資格確認証の使用方法は

部長 当分は健康保険証と同等に使用可能

とても便利マイナ保険証

MCIとは
軽度認知障害（Mild Cognitive 
Impairment）のこと。
MCIは、認知症そのものでは
ないが、健常な状態でもない。
認知症と健常な状態の「中間
のような状態」をいう。

令和6年6月定例会
一般質問（仙田議員）

令和6年6月定例会
一般質問（鈴木議員）
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建
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長

問建
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部

長

問

健
康
福
祉
部
長

問健
康
福
祉
部
長

多
様
な
保
育
ニ
ー
ズ
に

応
え
、
質
の
高
い
保
育
を
図

る
た
め
、
事
業
の
さ
ら
な
る

拡
充
が
必
要
と
考
え
る
。
育

児
休
業
継
続
制
度
の
見
直
し
、

期
間
の
延
長
ま
た
は
退
園
制

度
の
撤
廃
を
求
め
る
が
ど
の

よ
う
に
お
考
え
か
。

保
育

負
担
の
軽
減
、
通
園
し
て
い

る
お
子
さ
ん
の
気
持
ち
を
鑑

み
、
体
制
的
に
受
け
入
れ
が

可
能
か
ど
う
か
引
き
続
き
検

討
し
た
い
。

3
歳
未
満
児
の
保
育
料

無
償
化
の
段
階
的
な
拡
充
・

対
象
者
拡
大
に
つ
い
て
の
見

解
と
今
後
の
方
向
性
は
。今

の

と
こ
ろ
は
現
行
の
制
度
を
継

続
す
る
予
定
。
国
の
子
育
て

支
援
策
の
動
向
を
注
視
し
つ

つ
、
保
育
園
運
営
の
対
応
に

努
め
る
。

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
人
数

と
接
種
率
は
。

キ
ャ

ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
対
象
の
女

性
、
1
2
4
6
人
の
う
ち
、

令
和
6
年
3
月
末
で
、
1
回

以
上
接
種
し
た
人
は
、

3
2
6
人
で
接
種
率
は
26
・

2
%
で
あ
る
。

助
成
が
な
い
町
民
の
接

種
費
用
は
。

9
価

ワ
ク
チ
ン
3
回
接
種
で
8
万

3
3
2
5
円
、
2
価
・
4
価

は
3
回
接
種
で
5
万
3
2
5

円
。

小
中
学
校
で
助
産
師
等
、

専
門
家
に
よ
る
命
の
授
業
の

形
で
で
も
性
教
育
を
男
子
も

含
め
て
実
施
で
き
な
い
か
。

中
学

校
で
実
施
し
て
い
る
「
命
の

授
業
」
で
広
く
指
導
し
て
い

く
。

一
般
質
問

佐
名
か
よ
子

一
般
質
問

齊
木
一
三

住
宅
の
耐
震
化
に
向
け
て
の
計
画
は

部
長 

積
極
的
な
周
知
・
勧
奨
を
し
て
い
く

住
宅
建
築
物
耐
震
化
の
現
状
と
対
策

保
護
者
就
労
時
間
の
改
善
を

部
長 

来
年
度
か
ら
64
時
間
に
変
更

保
育
事
業
の
拡
充

キャッチアップ接種の積極的勧奨を

部長 未接種勧奨はがきを送付する

子宮頸がんワクチン

住
宅
の
耐
震
化
率
に
つ

い
て
、
大
口
町
の
現
状
は
。

令
和

2
年
度
の
大
口
町
耐
震
改
修

促
進
計
画
で
は
、
町
内
の
住

宅
総
数
は
6
7
9
5
棟
、
耐

震
性
あ
り
の
住
宅
は

5
9
1
1
棟
で
、
耐
震
化
率

は
約
87
%
で
あ
る
。

戸
建
て
の
旧
耐
震
木
造

住
宅
1
3
3
0
棟
の
う
ち
、

耐
震
診
断
を
受
け
た
住
宅
は

5
5
9
棟
で
、
7
7
1
棟
は

未
だ
耐
震
診
断
を
受
け
て
い

な
い
。

　
な
か
な
か
進
ま
な
い
住
宅

の
耐
震
化
に
対
す
る
町
の
考

え
は
。

耐
震

性
が
な
い
と
判
断
さ
れ
る
住

宅
は
、
た
く
さ
ん
あ
る
と
感

じ
て
い
る
。
能
登
半
島
地
震

を
受
け
耐
震
へ
の
関
心
が
高

ま
っ
て
い
る
中
、
よ
り
効
果

的
な
P
R
の
仕
方
を
工
夫
し
、

周
知
・
勧
奨
を
強
化
す
る
。

ま
た
、
補
助
制
度
を
利
用
し

た
耐
震
改
修
は
58
棟
、
除
却

は
11
棟
、
防
災
ベ
ッ
ド
は
2

件
で
、
耐
震
化
が
十
分
と
言

え
る
状
況
で
は
な
い
。

2
0
0
0
年
基
準
以
前

の
新
耐
震
基
準
の
木
造
住
宅

も
耐
震
診
断
を
進
め
、
耐
震

改
修
へ
繋
げ
る
政
策
の
考
え

は
。

一
般

財
団
法
人
日
本
建
築
防
災
協

会
が
取
り
ま
と
め
た
「
新
耐

震
基
準
の
木
造
住
宅
の
耐
震

性
能
検
証
法
」
が
公
表
さ
れ

て
い
る
た
め
、
ま
ず
は
、
所

有
者
の
方
で
自
己
チ
ェ
ッ
ク

し
て
い
た
だ
く
よ
う
P
R
し

て
い
く
。

2
0
0
0
年
基
準
以
前

の
新
耐
震
基
準
の
木
造
住
宅

も
耐
震
診
断
を
行
い
、
耐
震

改
修
を
促
す
必
要
が
あ
る
の

で
は
。

2
0

0
0
年
基
準
以
前
の
新
耐
震

基
準
の
木
造
住
宅
で
あ
っ
て

も
、
耐
震
化
を
促
す
必
要
性

は
感
じ
て
い
る
。

2
0
0
0
年
基
準
（
地

盤
の
耐
力
に
応
じ
た
基
礎
構

造
、
筋
違
金
物
や
柱
頭
柱
脚

接
合
金
物
の
使
用
規
定
、
耐

震
壁
の
配
置
バ
ラ
ン
ス
な
ど

が
規
定
さ
れ
た
基
準
）
以
前

の
建
物
の
耐
震
性
へ
の
認
識

は
。

熊
本

地
震
で
は
、
2
0
0
0
年
基

準
以
前
の
新
耐
震
基
準
の
木

造
住
宅
で
も
被
害
が
あ
っ
た

の
で
、
絶
対
に
安
全
だ
と
は

言
え
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

耐
震
化
促
進
に
向
け
て

強
化
し
て
い
く
具
体
的
な
計

画
は
。

耐
震

へ
の
関
心
が
高
ま
り
を
見
せ

て
い
る
今
、
広
報
誌
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
だ
け
で
な
く
、
防

災
行
政
無
線
や
あ
ん
し
ん
安

全
メ
ー
ル
、
ラ
イ
ン
・
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
・
X
な
ど
の

S
N
S
の
活
用
、
人
が
集
ま

る
イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て
チ
ラ

シ
を
配
布
し
、
積
極
的
な
周

知
・
勧
奨
を
し
て
い
く
。

本
町
は
児
童
の
保
護
者

が
居
宅
内
外
で
月
75
時
間
の

就
労
が
な
い
と
保
育
園
に
入

園
で
き
な
い
。
近
隣
市
町
は

60
時
間
で
あ
る
。

　
保
護
者
の
就
労
時
間
の
改

善
を
求
め
る
が
い
か
が
か
。

来
年

度
か
ら
64
時
間
に
変
更
。

　
今
後
の
時
間
数
に
つ
い
て

は
、
様
子
を
見
な
が
ら
検
討

し
て
い
き
た
い
。

令
和
6
年
度
で
終
了
の

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
を
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
や
公
共
施
設
等
へ
の
掲
示

等
、
モ
ニ
タ
ー
を
使
う
な
ど

若
者
の
目
に
止
ま
る
よ
う
な

啓
発
は
で
き
な
い
か
。

未
接

種
勧
奨
は
が
き
を
7
月
頃
送

る
予
定
に
し
て
い
る
。
広
報

お
お
ぐ
ち
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

メ
ー
ル
や
ラ
イ
ン
、
ポ
ス
タ

ー
掲
示
な
ど
、
国
か
ら
の
新

し
い
情
報
を
取
り
入
れ
周
知

啓
発
に
努
め
る
。
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康
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祉
部
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祉
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ズ
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め
、
事
業
の
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充
が
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る
。
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続
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受
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検
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。
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、
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、
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・
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。
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・
4
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は
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回
接
種
で
5
万
3
2
5

円
。

小
中
学
校
で
助
産
師
等
、

専
門
家
に
よ
る
命
の
授
業
の

形
で
で
も
性
教
育
を
男
子
も

含
め
て
実
施
で
き
な
い
か
。

中
学

校
で
実
施
し
て
い
る
「
命
の

授
業
」
で
広
く
指
導
し
て
い

く
。
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の
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に
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く
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建
築
物
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現
状
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保
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の
改
善
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部
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来
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か
ら
64
時
間
に
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更

保
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事
業
の
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住
宅
の
耐
震
化
率
に
つ

い
て
、
大
口
町
の
現
状
は
。
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和

2
年
度
の
大
口
町
耐
震
改
修

促
進
計
画
で
は
、
町
内
の
住

宅
総
数
は
6
7
9
5
棟
、
耐

震
性
あ
り
の
住
宅
は

5
9
1
1
棟
で
、
耐
震
化
率

は
約
87
%
で
あ
る
。
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て
の
旧
耐
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造

住
宅
1
3
3
0
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、

耐
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診
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を
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た
住
宅
は

5
5
9
棟
で
、
7
7
1
棟
は

未
だ
耐
震
診
断
を
受
け
て
い

な
い
。

　
な
か
な
か
進
ま
な
い
住
宅

の
耐
震
化
に
対
す
る
町
の
考

え
は
。

耐
震

性
が
な
い
と
判
断
さ
れ
る
住

宅
は
、
た
く
さ
ん
あ
る
と
感

じ
て
い
る
。
能
登
半
島
地
震

を
受
け
耐
震
へ
の
関
心
が
高

ま
っ
て
い
る
中
、
よ
り
効
果

的
な
P
R
の
仕
方
を
工
夫
し
、

周
知
・
勧
奨
を
強
化
す
る
。

ま
た
、
補
助
制
度
を
利
用
し

た
耐
震
改
修
は
58
棟
、
除
却

は
11
棟
、
防
災
ベ
ッ
ド
は
2

件
で
、
耐
震
化
が
十
分
と
言

え
る
状
況
で
は
な
い
。

2
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0
0
年
基
準
以
前

の
新
耐
震
基
準
の
木
造
住
宅

も
耐
震
診
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を
進
め
、
耐
震

改
修
へ
繋
げ
る
政
策
の
考
え

は
。

一
般

財
団
法
人
日
本
建
築
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災
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会
が
取
り
ま
と
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た
「
新
耐
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基
準
の
木
造
住
宅
の
耐
震

性
能
検
証
法
」
が
公
表
さ
れ

て
い
る
た
め
、
ま
ず
は
、
所

有
者
の
方
で
自
己
チ
ェ
ッ
ク

し
て
い
た
だ
く
よ
う
P
R
し

て
い
く
。
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0
0
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基
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以
前

の
新
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基
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の
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造
住
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も
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診
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を
行
い
、
耐
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改
修
を
促
す
必
要
が
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る
の

で
は
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0
0
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以
前
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新
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て

も
、
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す
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る
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地
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の
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に
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造
、
筋
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や
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脚

接
合
金
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の
使
用
規
定
、
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の
配
置
バ
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ス
な
ど

が
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定
さ
れ
た
基
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）
以
前

の
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物
の
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性
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の
認
識
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本

地
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で
は
、
2
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0
0
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以
前
の
新
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基
準
の
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造
住
宅
で
も
被
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が
あ
っ
た

の
で
、
絶
対
に
安
全
だ
と
は
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え
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

耐
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化
促
進
に
向
け
て

強
化
し
て
い
く
具
体
的
な
計

画
は
。

耐
震

へ
の
関
心
が
高
ま
り
を
見
せ

て
い
る
今
、
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誌
や
ホ
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ム
ペ
ー
ジ
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け
で
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く
、
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線
や
あ
ん
し
ん
安
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ル
、
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・
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ェ
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・
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な
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、
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に
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て
チ
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を
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し
、
積
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的
な
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知
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を
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て
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く
。

本
町
は
児
童
の
保
護
者

が
居
宅
内
外
で
月
75
時
間
の

就
労
が
な
い
と
保
育
園
に
入

園
で
き
な
い
。
近
隣
市
町
は

60
時
間
で
あ
る
。

　
保
護
者
の
就
労
時
間
の
改

善
を
求
め
る
が
い
か
が
か
。

来
年

度
か
ら
64
時
間
に
変
更
。

　
今
後
の
時
間
数
に
つ
い
て

は
、
様
子
を
見
な
が
ら
検
討

し
て
い
き
た
い
。

令
和
6
年
度
で
終
了
の
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ッ
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ア
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プ
を
、
Ｓ
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や
公
共
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等
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の
掲
示

等
、
モ
ニ
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を
使
う
な
ど

若
者
の
目
に
止
ま
る
よ
う
な

啓
発
は
で
き
な
い
か
。

未
接

種
勧
奨
は
が
き
を
7
月
頃
送

る
予
定
に
し
て
い
る
。
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お
お
ぐ
ち
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ジ
、
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ル
や
ラ
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ン
、
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示
な
ど
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問総

務

部

長

問健
康
福
祉
部
長

問建

設

部

長

問

健
康
福
祉
部
長

本
町
の
「
自
主
自
立
の

精
神
」
と
は
。

令
和

6
年
度
予
算
は
自
主
財
源
の

割
合
が
72
・
7
%
で
あ
り
、

年
間
予
算
の
大
多
数
を
自
主

財
源
で
賄
う
こ
と
が
で
き
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
自
立
性

の
高
い
財
政
運
営
を
し
て
い

る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
本
町
は
、
普
通
交
付
税
が

交
付
さ
れ
な
い
不
交
付
団
体

と
し
て
財
政
運
営
を
し
て
き

た
。
こ
れ
は
、
先
人
た
ち
が

積
み
重
ね
た
努
力
が
現
在
に

お
い
て
も
、
目
に
見
え
る
形

で
引
き
継
が
れ
て
い
る
こ
と

を
意
味
し
て
い
る
。

　
今
後
に
お
い
て
も
自
立
性

の
高
い
財
政
状
況
を
次
世
代

に
引
き
継
ぎ
、
安
定
し
た
町

政
運
営
を
続
け
て
い
く
こ
と

が
、
現
世
代
の
役
割
で
あ
る

と
の
認
識
と
責
任
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

老
朽
化
が
進
む
「
南
保

育
園
」
の
建
て
替
え
の
お
考

え
は
。

今
年

度
で
西
児
童
ク
ラ
ブ
棟
の
建

設
の
目
途
が
つ
く
の
で
、
順

次
準
備
を
進
め
て
い
き
た
い
。

一
般
質
問

社
本
與
七

一
般
質
問

飯
田
正
志

交
通
量
の
増
加
、本
町
の
対
策
は

部
長 

ガ
ー
ド
パ
イ
プ
設
置
と
路
面
塗
装
を
予
定

町
道
高
橋
替
地
線
拡
幅
後
に
つ
い
て

「
歳
入
」
か
ら
観
る
本
町
の
矜
持
は

部
長 

自
立
性
の
高
い
財
政
状
況
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ

脈
々
と
息
づ
く
先
人
た
ち
の
想
い

建て替えについてのお考えは

部長 順次準備を進めていきたい

大口町立南保育園

町
道
高
橋
替
地
線
の
天

神
社
前
道
路
が
拡
幅
に
な
る

た
め
、
交
通
量
の
増
加
と
ス

ピ
ー
ド
超
過
の
可
能
性
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
が
、
本
町
の

対
策
は
。

現
在

県
の
事
業
と
し
て
、
国
道

1
5
5
号
の
4
車
線
化
が
進

め
ら
れ
て
お
り
、
交
通
安
全

対
策
か
ら
、
中
央
分
離
帯
が

設
置
さ
れ
大
型
車
な
ど
に
対

応
し
た
迂
回
路
が
必
要
に
な

る
た
め
、
迂
回
路
と
し
て
想

定
し
て
い
る
ひ
と
つ
が
町
道

高
橋
替
地
線
に
な
る
。

　
令
和
6
年
度
は
歩
道
の
拡

幅
と
車
道
と
歩
道
を
区
画
す

る
ガ
ー
ド
パ
イ
プ
の
設
置
、

矢
戸
小
橋
の
歩
道
部
の
増
設
、

西
側
車
道
部
の
増
設
。

　
令
和
7
年
度
は
東
側
車
道

と
歩
道
を
区
画
す
る
ガ
ー
ド

パ
イ
プ
の
設
置
、
東
側
車
道

部
の
舗
装
の
施
工
予
定
。
矢

戸
川
北
側
部
（
丸
栄
工
業
）

ま
で
の
車
道
部
分
を
含
め
、

舗
装
西
側
歩
道
部
の
ガ
ー
ド

パ
イ
プ
設
置
並
び
に
安
全
対

策
と
し
て
路
面
塗
装
の
実
施

予
定
。

認
知
症
の
種
類
は
、
主

な
も
の
と
し
て
4
種
類
あ
り
、

認
知
症
全
体
の
70
%
弱
が
ア

ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
と

さ
れ
て
い
る
。

　
昨
年
12
月
に
公
的
医
療
保

険
の
対
象
に
な
っ
た
ア
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
の
新
薬

「
レ
マ
ネ
カ
ブ
」
に
つ
い
て
、

本
町
の
医
療
機
関
に
対
応
を

含
む
投
与
の
可
能
性
は
。

耐
ア

ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
新
し
い

治
療
薬
レ
マ
ネ
カ
ブ
は

2
0
2
3
年
9
月
に
薬
事
承

認
さ
れ
、
大
き
な
期
待
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　
治
療
で
き
る
医
療
機
関
は

限
ら
れ
て
お
り
、
本
町
の
近

隣
で
は
春
日
井
市
民
病
院
・

名
古
屋
徳
州
会
総
合
病
院
・

総
合
大
雄
会
病
院
で
開
始
さ

れ
た
と
聞
い
て
い
る
。
一
般

の
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
の
治
療
は

ま
だ
難
し
い
と
思
わ
れ
る
。

本町医療機関で新薬投与の可能性は

部長 本町一般のクリニックでは難しい

認知症予防及び対応について 参考文献「大口町史現代史編」令和6年3月発刊
「おおぐち」には悠久の歴史がありますが、
1945年以降は、世の中の飛躍的な発展から一旦
取り残されながら、それに立ち向かった先人の
尽力によって今日の繁栄を掴み取る、まちの歴
史にとって大きな変化を重ねる画期です。

大口町史現代史編「はじめに」より

令和6年6月定例会
一般質問（社本議員）

令和6年6月定例会
一般質問（飯田議員）

おおぐち議会だより　No.241
令和6年7月25日発行

おおぐち議会だより　No.241
令和6年7月25日発行
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問総

務

部

長

問健
康
福
祉
部
長

問建

設

部

長

問

健
康
福
祉
部
長

本
町
の
「
自
主
自
立
の

精
神
」
と
は
。

令
和

6
年
度
予
算
は
自
主
財
源
の

割
合
が
72
・
7
%
で
あ
り
、

年
間
予
算
の
大
多
数
を
自
主

財
源
で
賄
う
こ
と
が
で
き
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
自
立
性

の
高
い
財
政
運
営
を
し
て
い

る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
本
町
は
、
普
通
交
付
税
が

交
付
さ
れ
な
い
不
交
付
団
体

と
し
て
財
政
運
営
を
し
て
き

た
。
こ
れ
は
、
先
人
た
ち
が

積
み
重
ね
た
努
力
が
現
在
に

お
い
て
も
、
目
に
見
え
る
形

で
引
き
継
が
れ
て
い
る
こ
と

を
意
味
し
て
い
る
。

　
今
後
に
お
い
て
も
自
立
性

の
高
い
財
政
状
況
を
次
世
代

に
引
き
継
ぎ
、
安
定
し
た
町

政
運
営
を
続
け
て
い
く
こ
と

が
、
現
世
代
の
役
割
で
あ
る

と
の
認
識
と
責
任
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

老
朽
化
が
進
む
「
南
保

育
園
」
の
建
て
替
え
の
お
考

え
は
。

今
年

度
で
西
児
童
ク
ラ
ブ
棟
の
建

設
の
目
途
が
つ
く
の
で
、
順

次
準
備
を
進
め
て
い
き
た
い
。

一
般
質
問

社
本
與
七

一
般
質
問

飯
田
正
志

交
通
量
の
増
加
、本
町
の
対
策
は

部
長 

ガ
ー
ド
パ
イ
プ
設
置
と
路
面
塗
装
を
予
定

町
道
高
橋
替
地
線
拡
幅
後
に
つ
い
て

「
歳
入
」
か
ら
観
る
本
町
の
矜
持
は

部
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自
立
性
の
高
い
財
政
状
況
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ

脈
々
と
息
づ
く
先
人
た
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の
想
い

建て替えについてのお考えは
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）
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を
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装
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道
部
の
ガ
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ド
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プ
設
置
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に
安
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対

策
と
し
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路
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施
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類
あ
り
、

認
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全
体
の
70
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の
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に
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た
ア
ル
ツ
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イ
マ
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型
認
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症
の
新
薬

「
レ
マ
ネ
カ
ブ
」
に
つ
い
て
、

本
町
の
医
療
機
関
に
対
応
を

含
む
投
与
の
可
能
性
は
。

耐
ア

ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
新
し
い

治
療
薬
レ
マ
ネ
カ
ブ
は

2
0
2
3
年
9
月
に
薬
事
承

認
さ
れ
、
大
き
な
期
待
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　
治
療
で
き
る
医
療
機
関
は

限
ら
れ
て
お
り
、
本
町
の
近

隣
で
は
春
日
井
市
民
病
院
・

名
古
屋
徳
州
会
総
合
病
院
・

総
合
大
雄
会
病
院
で
開
始
さ

れ
た
と
聞
い
て
い
る
。
一
般

の
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
の
治
療
は

ま
だ
難
し
い
と
思
わ
れ
る
。

本町医療機関で新薬投与の可能性は

部長 本町一般のクリニックでは難しい

認知症予防及び対応について 参考文献「大口町史現代史編」令和6年3月発刊
「おおぐち」には悠久の歴史がありますが、
1945年以降は、世の中の飛躍的な発展から一旦
取り残されながら、それに立ち向かった先人の
尽力によって今日の繁栄を掴み取る、まちの歴
史にとって大きな変化を重ねる画期です。

大口町史現代史編「はじめに」より
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問ま
ち
づ
く
り
部
長

問ま
ち
づ
く
り
部
長

問健
康
福
祉
部
長

問

健
康
福
祉
部
長

問生
涯
学
習
部
長

問

教

育

長

問生
涯
教
育
部
長

問生
涯
教
育
部
長

空
き
家
の
活
用
は
、
在

勤
者
の
定
住
を
増
や
し
、
町

の
活
性
化
・
人
口
増
に
期
待

が
も
て
る
。

　
本
町
の
空
き
家
対
策
と
そ

の
周
知
は
。

在
勤

者
支
援
補
助
制
度
で
は
、
新

築
や
建
売
住
宅
の
購
入
は
20

万
円
、
空
き
家
を
活
用
す
る

方
は
1
0
0
万
円
の
補
助
を

し
て
い
る
。
制
度
の
活
用
周

知
に
は
、
町
内
企
業
に
お
勤

め
の
方
々
に
情
報
が
届
く
よ

う
、
積
極
的
に
P
R
し
て
い

く
。

改
正
空
き
家
対
策
特
措

法
で
は
管
理
不
全
空
き
家
等

が
新
設
さ
れ
た
が
、
本
町
の

管
理
不
全
空
き
家
の
現
状
は
。

令
和

5
年
度
末
時
点
で
管
理
に
問

題
が
あ
る
空
き
家
は
21
件
あ

る
。

　
こ
の
法
改
正
に
よ
り
、
適

切
な
管
理
が
で
き
ず
放
置
さ

れ
れ
ば
、
特
定
空
き
家
等
に

該
当
す
る
恐
れ
が
あ
る
。
こ

の
状
態
が
継
続
さ
れ
れ
ば
、

管
理
不
全
空
き
家
等
と
定
義

さ
れ
、
先
の
21
件
が
こ
れ
に

該
当
す
る
も
の
と
判
断
し
て

い
る
。

各
園
の
活
動
状
況
は
。

園
児

に
農
業
体
験
の
場
を
提
供
し

て
い
た
だ
い
て
お
り
、
園
児

は
食
に
興
味
・
関
心
を
持
ち
、

知
識
を
身
に
つ
け
る
な
ど
、

食
物
の
大
切
さ
を
感
じ
て
い

る
。
ま
た
、
年
度
末
に
は
「
感

謝
の
つ
ど
い
」
を
開
催
し
、

園
児
と
の
交
流
も
深
め
て
い

た
だ
い
て
い
る
。

3
園
の
サ
ポ
ー
ト
隊
員

を
組
織
化
す
る
こ
と
よ
る
メ

リ
ッ
ト
は
あ
る
と
思
う
が
い

か
が
か
。

効
率

的
な
運
営
と
い
う
こ
と
で
は

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
思
う
が
、

地
域
の
皆
さ
ん
と
四
季
を
通

じ
た
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し

た
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
、

こ
れ
ま
で
通
り
、
地
域
の
方

に
協
力
を
い
た
だ
き
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

一
般
質
問

大
竹
伸
一

一
般
質
問

宮
川
基
英

運
動
能
力
低
下
に
対
す
る
取
り
組
み
は

部
長 

運
動
で
き
る
機
会
を
広
げ
て
い
き
た
い

子
ど
も
た
ち
の
運
動
環
境
の
整
備
を

管
理
不
全
空
き
家
等
の
現
状
は

部
長 

本
町
で
は
21
件
が
該
当
し
て
い
る

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

食育活動と子どもの健全育成を

部長 地域とのふれあいを大切にしたい

町立3保育園における食育サポートは

「
ゴ
ー
ル
デ
ン
エ
イ
ジ
」

の
年
代
に
運
動
環
境
を
提
供

す
る
た
め
の
施
策
は
。

町
内

で
活
動
す
る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
等
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
エ
イ
ジ
世
代
が

対
象
と
な
る
活
動
を
注
視
し
、

運
動
で
き
る
機
会
を
広
げ
ら

れ
る
よ
う
に
進
め
て
い
き
た

い
。

将
来
を
見
据
え
た
ス
ポ

ー
ツ
振
興
に
つ
い
て
、
町
の

大
局
的
な
見
解
は
。

日
頃

か
ら
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
を

目
指
し
、
ソ
フ
ト
面
で
は
各

種
ス
ポ
ー
ツ
関
連
団
体
と
の

連
携
を
進
め
る
こ
と
で
、
ハ

ー
ド
面
に
お
い
て
は
老
朽
化

が
進
む
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
修

繕
・
改
修
を
計
画
的
に
行
い

な
が
ら
、
町
民
の
皆
さ
ん
に

安
心
し
て
ご
利
用
頂
け
る
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

本
町
に
は
現
在
何
件
の

登
録
が
あ
る
か
。

個
人

と
事
業
所
を
合
わ
せ
て
44
件

に
ご
協
力
を
頂
い
て
い
る
。

「
こ
ど
も
1
1
0
番
の

家
」
の
意
義
及
び
設
置
場
所

を
周
知
す
る
た
め
の
方
法
に

つ
い
て
、
町
の
見
解
は
。毎

年

8
月
に
町
広
報
誌
で
「
こ
ど

も
1
1
0
番
の
家
」
に
委
嘱

さ
れ
て
い
る
事
業
所
等
の
名

称
、
場
所
及
び
そ
の
意
義
を

掲
載
し
、
住
民
の
皆
さ
ん
に

啓
発
し
て
い
る
。
ま
た
、
各

小
学
校
に
お
い
て
、
新
年
度

当
初
の
一
斉
下
校
時
に
児
童

と
担
当
の
教
員
が
一
緒
に
な

っ
て
行
っ
て
い
る
「
通
学
路

点
検
」
に
併
せ
て
「
こ
ど
も

1
1
0
番
の
家
」
の
場
所
を

確
認
し
て
い
る
。

周知方法は

部長 新年度当初の一斉下校時に確認

「こども110番の家」

ゴールデンエイジ
人間の生涯のうち、最も運動
能力を伸ばすことができると
いわれている年代。概ね9歳～
12歳頃までとされ、これ以降
運動神経は発達しないといわ
れる。

令和6年6月定例会
一般質問（大竹議員）

令和6年6月定例会
一般質問（宮川議員）

おおぐち議会だより　No.241
令和6年7月25日発行
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問ま
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く
り
部
長

問ま
ち
づ
く
り
部
長

問健
康
福
祉
部
長

問

健
康
福
祉
部
長

問生
涯
学
習
部
長

問

教

育

長

問生
涯
教
育
部
長

問生
涯
教
育
部
長

空
き
家
の
活
用
は
、
在

勤
者
の
定
住
を
増
や
し
、
町

の
活
性
化
・
人
口
増
に
期
待

が
も
て
る
。

　
本
町
の
空
き
家
対
策
と
そ

の
周
知
は
。

在
勤

者
支
援
補
助
制
度
で
は
、
新

築
や
建
売
住
宅
の
購
入
は
20

万
円
、
空
き
家
を
活
用
す
る

方
は
1
0
0
万
円
の
補
助
を

し
て
い
る
。
制
度
の
活
用
周

知
に
は
、
町
内
企
業
に
お
勤

め
の
方
々
に
情
報
が
届
く
よ

う
、
積
極
的
に
P
R
し
て
い

く
。

改
正
空
き
家
対
策
特
措

法
で
は
管
理
不
全
空
き
家
等

が
新
設
さ
れ
た
が
、
本
町
の

管
理
不
全
空
き
家
の
現
状
は
。

令
和

5
年
度
末
時
点
で
管
理
に
問

題
が
あ
る
空
き
家
は
21
件
あ

る
。

　
こ
の
法
改
正
に
よ
り
、
適

切
な
管
理
が
で
き
ず
放
置
さ

れ
れ
ば
、
特
定
空
き
家
等
に

該
当
す
る
恐
れ
が
あ
る
。
こ

の
状
態
が
継
続
さ
れ
れ
ば
、

管
理
不
全
空
き
家
等
と
定
義

さ
れ
、
先
の
21
件
が
こ
れ
に

該
当
す
る
も
の
と
判
断
し
て

い
る
。

各
園
の
活
動
状
況
は
。

園
児

に
農
業
体
験
の
場
を
提
供
し

て
い
た
だ
い
て
お
り
、
園
児

は
食
に
興
味
・
関
心
を
持
ち
、

知
識
を
身
に
つ
け
る
な
ど
、

食
物
の
大
切
さ
を
感
じ
て
い

る
。
ま
た
、
年
度
末
に
は
「
感

謝
の
つ
ど
い
」
を
開
催
し
、

園
児
と
の
交
流
も
深
め
て
い

た
だ
い
て
い
る
。

3
園
の
サ
ポ
ー
ト
隊
員

を
組
織
化
す
る
こ
と
よ
る
メ

リ
ッ
ト
は
あ
る
と
思
う
が
い

か
が
か
。

効
率

的
な
運
営
と
い
う
こ
と
で
は

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
思
う
が
、

地
域
の
皆
さ
ん
と
四
季
を
通

じ
た
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し

た
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
、

こ
れ
ま
で
通
り
、
地
域
の
方

に
協
力
を
い
た
だ
き
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

一
般
質
問

大
竹
伸
一

一
般
質
問

宮
川
基
英

運
動
能
力
低
下
に
対
す
る
取
り
組
み
は

部
長 

運
動
で
き
る
機
会
を
広
げ
て
い
き
た
い

子
ど
も
た
ち
の
運
動
環
境
の
整
備
を

管
理
不
全
空
き
家
等
の
現
状
は

部
長 

本
町
で
は
21
件
が
該
当
し
て
い
る

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

食育活動と子どもの健全育成を

部長 地域とのふれあいを大切にしたい

町立3保育園における食育サポートは

「
ゴ
ー
ル
デ
ン
エ
イ
ジ
」

の
年
代
に
運
動
環
境
を
提
供

す
る
た
め
の
施
策
は
。

町
内

で
活
動
す
る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
等
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
エ
イ
ジ
世
代
が

対
象
と
な
る
活
動
を
注
視
し
、

運
動
で
き
る
機
会
を
広
げ
ら

れ
る
よ
う
に
進
め
て
い
き
た

い
。

将
来
を
見
据
え
た
ス
ポ

ー
ツ
振
興
に
つ
い
て
、
町
の

大
局
的
な
見
解
は
。

日
頃

か
ら
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
を

目
指
し
、
ソ
フ
ト
面
で
は
各

種
ス
ポ
ー
ツ
関
連
団
体
と
の

連
携
を
進
め
る
こ
と
で
、
ハ

ー
ド
面
に
お
い
て
は
老
朽
化

が
進
む
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
修

繕
・
改
修
を
計
画
的
に
行
い

な
が
ら
、
町
民
の
皆
さ
ん
に

安
心
し
て
ご
利
用
頂
け
る
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

本
町
に
は
現
在
何
件
の

登
録
が
あ
る
か
。

個
人

と
事
業
所
を
合
わ
せ
て
44
件

に
ご
協
力
を
頂
い
て
い
る
。

「
こ
ど
も
1
1
0
番
の

家
」
の
意
義
及
び
設
置
場
所

を
周
知
す
る
た
め
の
方
法
に

つ
い
て
、
町
の
見
解
は
。毎

年

8
月
に
町
広
報
誌
で
「
こ
ど

も
1
1
0
番
の
家
」
に
委
嘱

さ
れ
て
い
る
事
業
所
等
の
名

称
、
場
所
及
び
そ
の
意
義
を

掲
載
し
、
住
民
の
皆
さ
ん
に

啓
発
し
て
い
る
。
ま
た
、
各

小
学
校
に
お
い
て
、
新
年
度

当
初
の
一
斉
下
校
時
に
児
童

と
担
当
の
教
員
が
一
緒
に
な

っ
て
行
っ
て
い
る
「
通
学
路

点
検
」
に
併
せ
て
「
こ
ど
も

1
1
0
番
の
家
」
の
場
所
を

確
認
し
て
い
る
。

周知方法は

部長 新年度当初の一斉下校時に確認

「こども110番の家」

ゴールデンエイジ
人間の生涯のうち、最も運動
能力を伸ばすことができると
いわれている年代。概ね9歳～
12歳頃までとされ、これ以降
運動神経は発達しないといわ
れる。

令和6年6月定例会
一般質問（大竹議員）

令和6年6月定例会
一般質問（宮川議員）
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令和6年7月25日発行
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問健
康
福
祉
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長
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務

部

長

問生
涯
教
育
部
長
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康
福
祉
部
長

問健
康
福
祉
部
長

問生
涯
教
育
部
長

問生
涯
教
育
部
長

保
育
園
の
給
食
費
が
小

中
学
校
よ
り
も
高
い
が
、
無

償
に
で
き
な
い
か
。

令
和

元
年
に
幼
児
教
育
・
保
育
が

無
償
化
さ
れ
、
保
育
料
に
含

ま
れ
て
い
た
副
食
代
は
、
国

の
通
知
で
月
額
4
5
0
0
円

を
目
安
に
と
示
さ
れ
た
こ
と

で
4
0
0
0
円
に
し
た
。
主

食
代
は
、
引
き
続
き
無
償
に

し
て
い
る
。

令
和
4
年
4
月
に
創
設

さ
れ
た
国
の
臨
時
交
付
金
は
、

学
校
給
食
費
の
保
護
者
負
担

軽
減
に
向
け
た
取
り
組
み
を

と
の
こ
と
だ
が
、
交
付
金
の

活
用
内
容
は
。

令
和

4
年
度
は
給
食
物
資
の
価
格

高
騰
分
や
保
育
園
の
賄
材
料

費
に
対
す
る
助
成
事
業
と
し

て
、
令
和
5
年
度
は
す
で
に

実
施
し
て
い
る
給
食
費
等
の

半
額
助
成
に
充
て
て
い
る
。

公
立
小
中
学
校
と
町
営

保
育
園
の
給
食
費
を
全
額
助

成
で
き
な
い
か
。

学
校

給
食
費
の
半
額
助
成
は
、
年

間
5
6
0
0
万
円
ほ
ど
、
保

育
園
の
主
食
代
補
助
が

5
0
0
万
円
ほ
ど
を
助
成
し

て
い
る
。

　
現
在
、
国
に
よ
る
給
食
費

の
無
償
化
が
検
討
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、

国
に
先
ん
じ
て
実
施
す
る
こ

と
も
検
討
し
て
い
く
。

一
般
質
問

江
幡
満
世
志

一
般
質
問

松
本
佳
子

本
町
が
理
想
と
す
る
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と
は

部
長 

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
居
場
所

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

中
学
卒
業
ま
で
給
食
費
を
無
償
に

部
長 

実
施
す
る
こ
と
も
検
討
し
て
い
く

子
育
て
支
援
の
拡
充
を

西
児
童
ク
ラ
ブ
棟
の
建

設
に
伴
い
、
児
童
数
も
増
え

る
か
と
思
う
が
、
支
援
員
の

対
応
は
大
丈
夫
か
。

体
制

的
に
は
現
在
と
同
様
に
実
施

で
き
る
が
、
人
数
の
増
加
な

ど
が
あ
れ
ば
、
必
要
に
応
じ

て
支
援
員
の
募
集
を
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

本
町
が
理
想
と
す
る
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と
は
、
ど

の
よ
う
な
ク
ラ
ブ
か
。

放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
留
守
家

庭
の
児
童
が
下
校
後
楽
し
く

過
ご
す
場
所
で
あ
る
。

　
西
児
童
セ
ン
タ
ー
は
、
今

後
、
町
内
の
子
育
て
団
体
さ

ん
に
、
子
ど
も
た
ち
が
楽
し

く
生
き
生
き
と
過
ご
す
こ
と

が
で
き
る
場
と
な
る
よ
う
、

運
営
の
協
力
を
お
願
い
で
き

な
い
か
と
考
え
て
お
り
、
児

童
セ
ン
タ
ー
、
児
童
ク
ラ
ブ
、

小
学
校
と
連
携
を
し
な
が
ら
、

全
て
の
子
ど
も
た
ち
が
安
心

し
て
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る

居
場
所
づ
く
り
に
努
め
て
い

き
た
い
。

現
在
の
大
口
中
学
校
の

指
定
服
は
、
ど
の
よ
う
な
位

置
づ
け
か
。

中
学

校
の
指
定
服
は
「
制
服
」
の

位
置
づ
け
で
あ
る
。

　
現
在
で
は
、
中
学
校
で
指

定
し
た
体
操
服
、
ジ
ャ
ー
ジ

も
「
制
服
」
と
み
な
し
て
お

り
、
学
生
服
を
「
式
服
」
、

体
操
服
、
ジ
ャ
ー
ジ
等
を
「
通

常
服
」
と
い
う
呼
び
方
で
区

別
し
て
い
る
。

制
服
に
対
す
る
調
査
研

究
に
対
し
、
今
か
ら
真
剣
に

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
思
う
が
、
い
か

が
か
。

こ
れ

か
ら
中
学
校
に
通
う
子
ど
も

た
ち
や
そ
の
保
護
者
の
声
を

聴
き
な
が
ら
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー

レ
ス
や
気
候
変
動
に
配
慮
し
、

ま
た
、
家
庭
環
境
に
つ
い
て

も
配
慮
し
た
制
服
の
在
り
方

に
つ
い
て
、
時
間
は
か
か
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
真
剣
・

慎
重
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
る
。

これからの在り方、今から議論を

部長 真剣・慎重に取り組んでまいりたい

大口中学校の制服

令和6年6月定例会
一般質問（江幡議員）

令和6年6月定例会
一般質問（松本議員）

おおぐち議会だより　No.241
令和6年7月25日発行

おおぐち議会だより　No.241
令和6年7月25日発行
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。

これからの在り方、今から議論を

部長 真剣・慎重に取り組んでまいりたい

大口中学校の制服

令和6年6月定例会
一般質問（江幡議員）

令和6年6月定例会
一般質問（松本議員）
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議員って議員って何何をしているの？をしているの？
大口町議会の大口町議会の55～～77月の主な活動です月の主な活動です

議員って何をしているの？
大口町議会の5～7月の主な活動です

「議員って何かはしてるとは
思うけど、何をしているのかよ
くわからない」
そのようなお声をよく聞きます。

「何を？」といわれると、一言
では説明が難しいですが、そ
の一部をお伝えできればと思
います。

保育士の業務負担軽減と効率
化を図るために導入したICT
の活用状況を視察

公職選挙法についての議員研
修会

議会だよりの編集会議の様子
議会だよりの取材・撮影・編集
などは議員で行っています。 一部事務組合や広域連合等の議員も務めており、定例会や臨時会に出席します。

議長は、県町村議会議長会の研修や会議にも参加します。

政務活動費は、地方議会の議員に調査研究等の活動のために
交付される費用で、大口町議会では実費後払い方式により各
議員に年間6万円を限度に交付しており、情報公開の規定等を
条例・規則で定めています。

支出内容

1

2
3
4
5

6

7

8
9

10

11

12

13

14

15

支出内訳（円）
調査研究費

広報費
研修費

調査研究費
調査研究費
調査研究費
調査研究費
資料購入費
調査研究費
資料購入費
資料購入費
資料購入費
調査研究費
調査研究費

事務費
調査研究費
資料購入費

事務費
調査研究費
調査研究費
資料購入費
調査研究費

議員名議席番号

山闢 卓美

佐名 かよ子
酒井 一平
宮川 基英
飯田 正志

社本 與七

松本 佳子

江幡 満世志
丹羽  　勉
仙田 王一

藤田 俊英

鈴木 和江

江口 昌史

大竹 伸一

齊木 一三

支出額（円）

55,000

30,670
50,584
50,984
50,784

55,000

55,000

15,258
17,575
50,984

55,000

55,000

50,984

55,000

50,984

50,584
4,416

30,670
50,584
50,984
50,784
50,784

4,216
49,084

5,916
15,258
17,575
50,984
50,884

4,116
50,584

3,850
566

50,984
52,304

2,696
50,984

自動運転バス視察等（茨城県境町他）
活動報告印刷費
議員セミナー
自動運転バス視察等（茨城県境町他）
自動運転バス視察等（茨城県境町他）
自動運転バス視察等（茨城県境町他）
自動運転バス視察等（茨城県境町他）
書籍購入
自動運転バス視察等（茨城県境町他）
書籍購入
書籍購入
書籍購入
自動運転バス視察等（茨城県境町他）
自動運転バス視察等（茨城県境町他）
消耗品購入
自動運転バス視察等（茨城県境町他）
書籍購入
消耗品購入
自動運転バス視察等（茨城県境町他）
自動運転バス視察等（茨城県境町他）
書籍購入
自動運転バス視察等（茨城県境町他）

令和5年度

議員 政務活動費 実績報告

議員政務活動費・議長交
際費の詳細はこちらから
もご覧いただけます

年額6万円を限度に交付（ただし、改選により5万5千円の議員もあり）。
なお、議員が積極的に調査、研究、その他の活動等を行うことにより、一層
視野を広げ、資質を上げるため、令和6年3月定例会において条例改正し、
令和6年4月1日より限度額を年間12万円としました。

議会報告会
及び

防災講座＆座談会

6年ぶりに議会報告会を開催するため、ただいま準備中！！
詳細については、広報おおぐち10月号折込チラシにてご案内予定です

みなさまのご参加をお待ちしております

10月12日（土）14：00～
健康文化センター4階にて

開催予告
テーマは

「防災」

あなたの声を
お聞かせ
ください

本会議・委員会など

第4回　臨時会

委員長会議

総務建設常任委員会協議会

文教福祉常任委員会協議会

議会運営委員会

全員協議会

広聴広報常任委員会

委員長会議

議会報告会実行部会

障がい者スポーツ大会

第5回　定例会

議会報告会実行部会

総務建設常任委員会、協議会

文教福祉常任委員会、協議会

北保育園視察

議会運営委員会

第6回　臨時会

全員協議会

議員研修会

広聴広報常任委員会

総務建設常任委員会協議会

広聴広報常任委員会

文教福祉常任委員会協議会

愛知県消防操法大会

議会報告会実行部会

全員協議会

月日

10日

15日

20日

21日

28日

31日

1日

3～21日

11日

12日

14日

21日

26日

27日

9日

16日

18日

20日

26日

29日

内容（特記事項）

副議長選挙,各種委員会正副委員長選任

議長の今年度の活動方針 ⇒P.2 参照

第5回定例会の進行,一般質問,陳情

議会だより241号内容検討

各委員会の今年度の活動方針決  
 ⇒P.3 参照

 ⇒P.19 参照

来賓　競技参加 ⇒P.1 参照

 ⇒P.4～17 参照

 ⇒P.19 参照

委員会付託議案,陳情の審査

委員会付託議案,陳情の審査

ICT化への取り組み状況の視察

第6回臨時会の進行

公職選挙法について

議会だより241号の校正

議会だより241号の校正

団員激励

5
月

6
月

7
月

①

②

③

①

②

③

おおぐち議会だより　No.241
令和6年7月25日発行
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ください
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議長インタビュー
各常任委員会紹介
6月定例会、5月・6月臨時会概要
質疑あれこれ
請願・陳情
町政を問う　あれからどうなった
一般質問
議員って何をしているの？
政務活動費一覧

目　　次
2
3
4

4～5
6
7

8～17
18
19

議会だより議会だより議会だより

会議録が閲覧できます
https://www.town.oguchi.lg.jp

/2741.htm

9月定例会予定
9月 2日（月）開会・提案説明
9月 5日（木）一般質問
9月 6日（金）一般質問
9月10日（火）議案質疑
9月11日（水）議案質疑・委員会付託
9月13日（金）総務建設常任委員会
9月18日（水）文教福祉常任委員会
9月25日（水）討論・採決・閉会
※日程は、変更になる場合があります。
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大口町議会大口町議会
ホームページホームページ
大口町議会
ホームページ

「障がい者スポーツ大会」
　この大会は、障がいのある方がスポーツを楽しむことはも
ちろん、町民の障がいに対する理解を深め、障がいのある方
の社会参加を推進させることを目的としています。
　本町の誰ひとり取り残さない共生社会実現に向けての施策を
議会も応援します。

【今月の表紙】

まちかどインタビューまちかどインタビュー
　まちかどインタビューでは、毎号、住民の方から「大口町に期待すること」について、その思い（ま
たは理由）を伺います。その内容については、住民の声として今後の議会活動の参考にいたします。

　町内の信号のない横断歩道の旗入れが劣化し
ているので、事故のない安心・安全な町になる
ために、整備と管理徹底をお願いします。

（羽田野さん　大屋敷地区）

大きな災害時、避難所には何人を収容できるのか、
非常用物資は十分にあるのか、とても心配です。

（津田さん　余野地区）

～大口町に期待することは？～

【表紙写真】6月1日（土）に行われた「障がい者スポーツ大会」の様子（関連記事P20）【表紙写真】6月1日（土）に行われた「障がい者スポーツ大会」の様子（関連記事P20）
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議員はお金やお酒等の
寄付行為は禁止されています。
有権者が求めてもいけません。
ご理解をお願いいたします。

議員はお金やお酒等の
寄付行為は禁止されています。
有権者が求めてもいけません。
ご理解をお願いいたします。

寄付行為の禁止
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